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寒い冬ともやっとお別れの３月になりました。３月と言え

ば一番に何を連想しますか？雛祭り・卒業式・お彼岸、草花

では桃の花や土筆など、、、   最近では花粉症やＰＭ2.5

の印象が強くなっていますがあなたは大丈夫ですか？ 

まほろばの

郷では、毎月

末に定例会を

開き、現況報

告や次月事業

計画などを話

し合っていま

す。現まほろ

ばの経営状況

ははっきり言

って笑える状

況ではありません。いろいろな事業の活性化を図るよう様々

な意見が出ました。そのうちいくつかはすぐ実行に移すこと

になりました。 

これからも多くの方にまほろばの郷をご利用・ご愛顧頂ける

よう、知恵を出していきたいと思います。

 

   

 

 

 月 2 回 基本的に第 1、3 火曜日の午後１時～2 時 30 分 （途中で

コーヒータイムあり） 

 参加費は、コーヒー付きで 

一回 500 円です。 

 現在、男女 20 名ほどの方にご参加

いただいています。 

まず初めに発声をして、260 曲 ほど

ご用意している曲の中からお好きな曲

をリクエストしていただき、皆さんで

楽しく歌います。 

身体も心も 

ポカポカして、リフレッシュ♪ 

 

例えば、こんな曲をご用意しています。 

 

いつでも夢を、琵琶湖周航の歌、川の流れのように、ここに幸あり、 わ

すれな草をあなたに、下町の太陽、高原列車は行く、野に咲く花のように、

青春時代、小さな日記、君恋し、まだ君に恋してる、瀬戸の花嫁、見上げ

てごらん夜の星を、ローレライ、昴、千の風になって、贈る言葉、北国の

春、千曲川、早春賦、なごり雪、世界に一つだけの花、花は咲く、時代、

君の名は、珍島物語、オー・シャンゼリゼ、麦の唄（マッサンの主題歌）な

どなど… 

歌うことが好きな方はもちろん、健康増進、脳トレ、ストレス解消、

若返りしたい方♪ 

会員制ではありませんので、どうぞお気軽にご参加ください。 

講師：近松真由美（歌）、檜貝由利子（ピアノ） 
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編集後記 

今月もたくさんの記事を頂きありがとうございました。今回も皆様の

ご協力のおかげで無事できました。これからも豊富な内容の紙面にな

るよう皆さんのご意見に耳を傾けながら作りたいと思います。《谷口》 

2 月度定例会議事録 

１．日時：平成２７年２月２８日 ９：３０～１１：３０ 

２．議事   主な決定事項（審議事項） 

   １：新年度の体制について 女性 2 名退職 新規に地元の方採用 １名は残 

 ２：学童の２７年度数 通年 49 名 夏季限定で 10 名  保育士増員（外で

遊ぶ時の補導に） 

 ３：ボランティアの方  2 時間有償ボランティアへ切り替え 

 ４：学童室の奥に 1 か所「避難口設置」を指導員から依頼されている。 

 ５：児童クラブの報告書作成（4 月） 

 ６：Ａ3 の「まほろばの郷便り」が出来た。これからも継続したい。 記事

の作成にご協力ください 

 ７：まほろばの郷に「モーリーカー」が来てもらいたい交渉を、、、。 

 ８：今後の企画・事業によって来る人を待つか送迎もするか、考えるべき。 

    地域密着型に的を絞るべき カラオケの日 ピザの日 歌おう会 

居酒屋  健康教室等 

    アイデアを出して実行する企画が必要。といわれると 2 の足を踏むの

が現状。 

 ９：6 月に「まほろば祭り」をやるか 相談して決めたい。 

10：まほろば便りを、外部向けＰＲ紙として活用して、認知してもらえるよ

うに、地元へ配布することにする。企画せねば「お知らせ」もできな

いので、実践する。   

歴史教室の歴史を巡る旅募集 

問合せ：まほろばの郷 宮崎まで 

Tel : 077-514-1855 

514－1855 


